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申
国
の
精
神
史
上
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
も
呼
ば
れ
る
岩
代
の
思
想
は
、
漢
唐
の
訓
怨
讐
に
対
す
る
反
動
と
し
て
起
こ
り
、
そ
れ
は
ま
た

時
代
の
要
請
に
応
じ
て
明
代
思
想
へ
と
変
貌
し
て
い
っ
た
。
本
書
は
七
百
余
年
に
及
ぶ
宋
明
時
代
の
学
術
思
想
を
、
豊
富
な
資
料
を
駆
使

し
て
、
明
晰
な
文
体
で
わ
か
り
易
く
書
か
れ
た
思
想
概
説
書
で
あ
る
。
ま
た
宋
明
思
想
に
関
す
る
著
者
の
数
多
い
過
去
の
論
文
の
総
括
書

で
あ
り
」
長
年
に
わ
た
る
研
究
成
果
の
粋
の
集
大
成
で
も
あ
る
。
そ
れ
故
入
門
者
か
ら
専
門
家
ま
で
、
幅
広
い
読
者
層
の
要
望
に
応
ず
る

こ
と
の
出
来
る
内
容
の
書
で
も
あ
る
。
平
易
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
高
い
水
準
を
保
持
し
て
い
る
の
が
本
書
の
生
命
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
先
聖
の
儒
教
や
仏
老
を
昇
華
止
揚
し
て
掌
っ
た
宋
明
の
思
想
は
、
藩
老
は
勿
論
の
こ
と
、
先
貸
の
思
想
も
よ
く
理
解
出
来
て
い
な
い
筆

者
に
は
、
実
に
難
解
で
特
に
そ
の
用
語
や
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
思
想
家
の
系
列
等
は
、
何
度
読
ん
で
も
理
解
出
来
ず
、
そ
の
為
一
般
の
弁

明
時
代
の
思
想
書
に
は
何
と
な
く
親
し
み
が
わ
か
ず
、
一
種
の
ア
レ
ル
ギ
ー
的
な
も
の
を
持
っ
て
い
た
が
、
本
書
は
こ
の
点
を
見
事
に
解

消
し
て
く
れ
た
。
い
わ
ば
筆
者
に
と
っ
て
本
書
は
、
薫
習
思
想
に
関
す
る
福
音
の
書
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
以
下
本
書
の
構

成
に
従
っ
て
、
各
章
の
内
容
の
紹
介
と
、
論
究
の
特
色
及
び
問
題
点
等
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
「
第
一
章
　
宋
明
時
代
精
神
の
概
観
」
は
本
章
の
序
論
に
も
あ
た
る
一
章
で
、
歴
史
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
背
景
を
論
じ
ら
れ
つ
つ
、

食
代
か
ら
明
代
に
至
る
時
代
精
神
を
的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
代
精
神
の
流
れ
を
要
約
す
る
と
、
謄
写
の
反
動
批
判
型
と
し
て

生
ま
れ
た
宋
代
精
神
は
内
観
的
知
思
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
庶
民
的
な
元
代
精
神
を
経
て
明
代
に
至
る
と
、
内
観
的
好
情
的
に
な
っ
て
い
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
共
に
内
観
的
で
は
あ
る
が
知
思
的
と
好
情
的
と
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
宋
明
両
時
代

の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
外
の
環
境
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
民
族
性
の
表
象
で
も
あ
っ
た
と
主
張
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
観
点
が
本
書
全
体
の
基
調
と
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な
っ
て
い
る
。

　
「
第
二
章
　
陶
磁
器
の
精
神
」
は
馬
一
、
・
陶
磁
器
と
時
代
精
神
、
二
、
・
唐
三
彩
と
唐
代
精
神
、
三
、
宋
磁
と
無
代
精
神
、
四
、
元
磁
と

元
代
精
神
、
．
五
、
面
魂
と
明
代
精
神
、
の
五
節
か
ち
成
っ
て
い
る
。
音
楽
が
そ
の
時
代
の
政
治
情
勢
や
人
心
の
動
向
を
反
映
す
る
よ
う
に
、

陶
磁
器
も
ま
た
そ
の
当
時
の
民
族
性
や
精
神
文
化
を
知
る
有
力
な
手
掛
り
と
な
る
。
朱
子
が
二
元
的
思
惟
構
造
を
説
き
、
・
，
王
陽
明
が
致
良

知
を
掲
げ
て
一
元
的
思
惟
構
造
を
有
す
る
唯
心
的
思
想
を
説
い
て
い
る
の
も
馬
理
智
的
知
心
的
な
月
代
精
神
と
、
扇
情
的
流
動
的
な
明
代

精
神
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
い
う
時
代
精
神
は
当
時
の
陶
芸
等
に
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
豊
満

華
麗
な
外
観
的
情
緒
的
な
唐
三
彩
は
、
外
観
的
情
緒
的
な
唐
代
精
神
の
表
わ
れ
で
あ
り
、
宋
の
白
磁
や
青
白
磁
に
み
ら
れ
る
「
無
文
の
文
」

と
も
い
う
べ
き
理
知
的
な
感
じ
の
も
の
に
は
、
宋
代
人
の
内
観
的
知
思
的
な
時
代
精
神
が
よ
く
う
か
が
え
、
華
麗
濃
艶
な
万
暦
赤
絵
に
は

珀
我
の
強
調
、
人
間
の
欲
望
の
謳
歌
を
唱
え
た
明
代
精
神
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
章
は
美
術
書
か
ら
の

引
用
も
多
く
、
思
想
と
陶
磁
器
と
の
結
び
つ
き
を
考
証
さ
れ
詳
述
さ
れ
た
一
章
で
、
序
文
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陶
芸
等
に
よ

り
我
々
は
そ
の
時
代
精
神
を
正
確
に
、
あ
る
意
味
で
は
ま
た
十
全
に
把
握
出
来
る
為
の
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
学
問
研
究
の
思
考
基
底
が

強
調
さ
れ
た
章
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
思
考
法
は
、
　
「
昏
々
思
想
の
象
徴
と
し
て
宋
の
青
白
磁
を
あ
げ
、
明
代
思
想
の
象
徴
と
し
て
色
彩

豊
か
な
陶
器
を
あ
げ
、
動
と
静
と
い
う
対
照
を
見
事
に
と
ら
え
た
の
は
楠
本
自
身
で
あ
っ
た
」
　
（
「
陽
明
学
入
門
」
四
六
一
頁
）
と
い
う

山
下
龍
二
氏
の
評
が
あ
る
よ
う
に
、
．
著
者
の
思
師
楠
本
正
継
博
士
の
思
考
法
で
あ
り
、
を
れ
を
著
者
は
豊
富
な
資
料
と
見
事
な
論
理
の
展

開
で
祖
述
し
発
展
さ
せ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
「
第
三
章
ヒ
宋
明
学
の
精
神
」
は
、
一
、
内
観
的
精
神
、
二
、
格
物
論
と
そ
の
背
景
、
三
、
簡
素
の
精
神
、
四
、
古
拙
、
五
、
蔵
の
精

神
馬
の
五
節
か
ら
な
っ
て
い
る
。
・
、
こ
こ
で
は
、
最
初
に
内
観
的
精
神
の
概
念
規
定
を
「
内
観
と
は
物
の
本
質
、
，
即
ち
理
を
観
る
こ
と
で
あ

る
が
、
・
そ
こ
に
は
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
遡
の
と
の
一
体
が
要
求
さ
れ
る
。
，
い
わ
ゆ
る
主
客
融
合
忙
よ
る
観
血
で
あ
り
、
心
と
理
が
渾
然

融
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
　
「
鶴
林
玉
露
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、
「
尽
日
春
を
尋
ね
て
春
を
見
ず
」
に
は
じ
ま
る
尼
悟

道
の
詩
に
は
～
こ
の
内
観
の
精
神
が
よ
く
表
拙
さ
れ
て
お
り
か
そ
れ
は
ま
た
h
宋
代
人
が
外
観
の
空
し
さ
を
知
っ
て
自
ら
反
省
し
、
結
局

略
言
証
悟
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
た
毛
の
」
で
あ
り
、
具
体
面
で
は
、
徽
宗
の
「
桃
青
図
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

描
か
れ
た
対
象
は
簡
素
で
も
そ
こ
に
盛
ら
れ
た
精
神
は
詩
情
に
溢
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
，
二
節
以
下
は
こ
の
内
観
的
精
神
が
、
「
具
体
的
に
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思
想
や
芸
術
に
か
か
わ
る
例
証
を
明
快
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
「
三
、
簡
素
の
精
神
」
中
の
水
墨
画
が
よ
く
宋
代
人
の
時
代
精
神

を
表
わ
し
て
い
る
論
は
、
本
書
の
圧
巻
と
で
も
い
え
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
以
下
少
し
本
文
か
ら
抜
粋
し
て
み
る
と
、
　
「
水
墨
画
と
は
…
…

線
と
明
暗
（
濃
淡
）
を
本
に
し
た
絵
画
」
で
あ
り
、
　
「
外
蓋
を
去
っ
て
内
実
、
繁
褥
を
去
っ
て
簡
素
を
宗
」
と
し
た
。
　
「
し
た
が
っ
て
水

墨
画
は
物
象
の
形
似
だ
け
を
描
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
精
神
意
向
を
描
か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
物
象
の
姿
態
や
形
態
を
重
ん

ず
る
態
度
で
は
な
く
、
そ
れ
を
存
在
せ
し
め
て
い
精
神
や
生
命
を
重
ん
ず
る
態
度
で
あ
る
。
」
「
宋
代
人
が
（
こ
の
よ
う
な
）
水
墨
画
を

画
道
の
第
一
義
と
し
た
の
は
、
外
観
の
世
界
よ
り
毛
そ
の
奥
に
あ
る
内
観
の
世
界
、
即
ち
現
象
界
よ
り
も
本
体
界
の
表
現
に
心
を
傾
け
た

か
ら
で
あ
る
。
」

　
簡
素
の
精
神
、
古
拙
、
蔵
の
精
神
は
そ
れ
ぞ
れ
内
観
的
精
神
を
形
成
す
る
要
因
で
も
あ
る
。
拙
の
思
想
が
老
荘
に
そ
の
源
を
発
す
る
よ

う
に
、
簡
素
も
蔵
も
道
家
の
思
想
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
儒
教
的
な
も
の
に
変
形
し
て
い
く
過
程
を
、
具
体
的
に
言
え
ば
内
観

的
知
思
的
な
時
代
精
神
が
要
求
さ
れ
た
根
源
を
今
少
し
詳
述
し
て
欲
し
か
っ
た
。

　
「
第
四
章
　
経
学
に
お
け
る
新
古
典
主
義
と
自
由
主
義
」
は
、
一
、
貫
高
の
経
学
、
二
、
新
古
典
主
義
、
三
、
自
由
主
義
、
の
三
節
か

ら
成
る
。
こ
の
章
で
は
遊
好
の
経
学
（
訓
詰
学
）
が
、
宋
明
時
代
に
ど
う
い
う
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
が
宋
明
理
学
の
展
開
に
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
り
合
っ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
そ
の
結
論
と
し
て
は
、
宋
代
で
は
批
判
精
神
と
し
て
受
容
し
、
明

代
で
は
自
由
精
神
と
し
て
儒
教
の
藏
を
旧
い
て
こ
れ
を
発
揚
し
た
と
要
約
で
き
よ
う
。

　
「
第
五
章
　
宋
明
の
実
学
」
は
、
一
、
儒
家
と
異
学
異
端
、
二
、
道
家
と
虚
実
の
思
想
、
三
、
仏
家
と
虚
無
思
想
、
四
、
五
明
理
学
と

実
の
思
想
、
の
四
節
か
ら
成
っ
て
い
る
。
立
代
の
理
学
家
は
、
、
伝
統
的
な
儒
教
の
実
に
対
す
る
自
覚
と
道
徳
的
意
識
を
基
調
と
し
て
、
道

家
の
玄
理
、
仏
家
の
心
性
を
超
克
し
て
新
儒
学
を
創
造
し
た
が
、
そ
れ
は
要
す
る
に
漢
以
来
の
虚
の
思
想
に
対
す
る
反
動
と
批
判
か
ら
来

た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
此
（
儒
）
は
実
に
し
て
彼
（
仏
）
は
虚
」
と
言
っ
て
実
を
掲
げ
て
出
発
し
た
宋
儒
も
、
朱
陸
に
至
る
と
、
自
ら
そ

の
中
に
新
た
な
虚
実
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
朱
陸
は
互
に
自
ら
を
実
と
し
、
他
を
虚
と
し
て
争

っ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
朱
陸
同
異
論
」
の
源
流
で
あ
り
、
・
宋
学
自
体
が
逢
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
宿
命
で
も
あ
っ
た
。

　
「
第
六
章
　
宋
学
の
精
神
－
唯
理
的
思
想
」
・
は
、
一
、
周
程
の
思
想
、
二
、
郡
張
の
思
想
、
三
、
程
門
と
そ
の
後
継
者
の
思
想
、
四
、

湖
南
学
派
の
思
想
、
五
、
朱
子
の
父
と
師
の
思
想
、
六
、
朱
子
の
思
想
、
七
、
朱
子
の
滋
雨
の
思
想
、
附
録
、
事
功
学
派
の
精
神
、
八
、
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聖
子
朱
子
学
派
の
思
想
、
九
、
元
代
朱
子
学
派
の
思
想
、
一
〇
、
明
代
朱
子
学
派
の
思
想
、
の
十
節
か
ら
成
る
。
こ
の
章
は
「
朱
子
学
大
系

巻
一
」
に
大
部
分
は
集
約
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
本
を
な
す
の
は
、
著
者
の
長
年
に
及
ぶ
宋
代
思
想
家
に
対
す
る
緻
密
な
研
究
論
文
で
あ

る
。
そ
の
研
究
成
果
の
粋
を
こ
こ
に
要
約
さ
れ
た
も
の
で
、
宋
学
粗
卑
の
中
身
渓
か
ら
、
明
代
朱
子
学
派
の
思
想
に
至
る
ま
で
の
多
数
の

思
想
家
を
網
羅
し
た
、
壁
土
時
代
朱
子
学
派
の
思
想
概
説
史
で
あ
る
。
申
で
も
誌
代
理
学
の
基
礎
を
築
い
た
二
中
子
や
、
そ
の
講
養
鶏
横

渠
の
思
想
は
、
従
来
難
解
な
解
説
書
が
多
い
が
、
そ
の
点
本
書
は
実
に
明
快
な
論
旨
で
あ
る
。
但
附
録
の
「
事
功
学
派
の
精
神
」
ば
一
節

を
設
け
て
独
立
さ
せ
ら
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
第
七
章
　
明
学
の
精
神
－
唯
心
的
思
想
」
は
、
一
、
陸
墨
の
先
駆
、
二
、
陸
象
山
の
思
想
、
三
、
陸
掘
の
思
想
、
四
、
上
陸
同
異

論
、
五
、
明
初
の
心
学
、
六
、
王
陽
明
の
思
想
、
七
、
現
身
派
の
思
想
、
八
、
帰
寂
派
の
思
想
、
九
、
修
証
派
の
思
想
、
一
〇
、
劉
念
台

の
思
想
、
の
十
節
か
ら
成
る
。
先
導
六
章
と
並
ん
で
時
代
思
想
の
解
説
と
し
て
は
、
本
章
の
中
心
を
な
す
章
で
あ
る
。
あ
る
い
は
先
に
刊

行
さ
れ
た
「
王
陽
明
と
明
末
の
儒
教
」
　
（
明
徳
出
版
社
、
昭
和
四
十
八
年
発
行
）
の
序
文
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
著
者
に
と

っ
て
は
前
六
章
以
上
に
諸
賢
を
傾
け
ら
れ
た
一
章
で
あ
ろ
う
。
た
だ
惜
し
ま
れ
る
こ
と
は
、
紙
数
の
都
合
上
前
記
の
著
書
の
内
容
を
三
分

の
一
程
度
に
要
約
し
、
そ
の
無
断
だ
け
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
為
、
精
密
広
博
な
解
説
が
省
か
れ
、
そ
の
点
の
迫
力
が
欠
け
る
こ
と
で
あ
る
。

陽
明
の
思
想
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
先
駆
と
な
っ
た
陸
象
山
と
象
山
門
下
の
思
想
、
及
び
共
に
理
学
を
旨
と
し
な
が
ら
、
二
元
的
、
唯
理

的
、
分
折
的
、
帰
納
的
、
主
知
的
な
朱
子
と
、
一
元
的
、
唯
心
的
、
総
合
的
、
演
繹
的
、
直
覚
的
な
象
山
の
思
想
の
相
異
に
触
れ
、
陽
明

門
下
を
現
成
派
、
帰
寂
派
、
修
証
派
の
三
派
に
分
け
て
論
旨
明
快
な
好
論
で
あ
る
。
陽
明
門
下
の
三
派
の
分
類
も
著
者
を
も
っ
て
聖
者
と

す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
第
八
章
　
反
宋
明
学
の
精
神
－
中
気
的
思
想
」
は
、
一
、
唯
気
論
の
源
流
、
二
、
王
重
囲
の
思
想
、
三
～
呉
蘇
原
の
思
想
、
四
、
都
楚

望
の
思
想
、
の
四
節
か
ら
成
る
。
こ
の
章
も
前
述
の
「
王
陽
明
と
明
末
の
儒
学
」
の
第
八
章
「
批
判
派
と
復
古
派
」
の
要
約
で
、
王
竣
川
・

呉
蘇
原
・
都
野
望
に
つ
い
て
極
め
て
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
著
者
が
祓
文
で
、
　
「
末
尾
に
唯
気
的
思
想
を
述
べ
た
一
章
を
入
れ

た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
従
来
の
宋
明
哲
学
書
に
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
章
を
設
け
た
の
は
、
唯
気
的
思
想
が
清
の
思
想
や
わ
が

国
の
古
学
派
の
思
想
の
先
駆
的
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
お
き
た
い
た
め
で
あ
る
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
　
「
機
密
明
学
の

精
神
」
と
い
う
一
大
体
系
の
下
に
構
想
さ
れ
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
論
文
の
一
部
で
あ
る
。
因
に
著
者
が
最
近
発
表
さ
れ
た
「
戴
震
と
日

｝
．
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官
戸
学
派
の
思
想
－
血
気
論
と
理
学
批
判
論
の
展
開
1
」
も
そ
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
「
日

本
の
古
学
派
の
思
想
と
、
明
末
の
批
判
派
・
復
古
派
の
思
想
」
と
の
密
接
な
関
連
を
更
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
是
非
お
願
い
し
た
い
。
・

　
以
上
各
章
に
わ
た
っ
て
そ
の
内
容
の
紹
介
と
、
部
分
的
な
所
感
を
述
べ
て
き
た
が
、
先
ず
全
体
的
な
構
想
の
配
慮
の
周
到
さ
に
感
心
さ

せ
ち
れ
る
。
馳
「
解
説
に
長
短
不
揃
い
の
と
こ
ろ
が
生
じ
た
こ
と
を
お
わ
び
し
て
お
き
た
い
。
」
　
　
（
祓
文
）
と
い
う
著
者
の
懸
念
は
不
要

で
、
・
杞
憂
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
溢
す
ん
な
り
と
読
み
進
ん
で
い
く
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
変
化
に
富
ん
だ
不
揃
い
の
解

説
の
点
が
、
本
書
を
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
さ
え
与
え
る
。
前
述
し
た
通
り
思
想
の
解
説
の
点
で
は
、
第
六
章

・
七
章
が
中
心
を
な
す
部
分
で
、
分
量
の
点
で
も
全
体
の
半
分
程
を
占
め
る
が
、
第
一
章
で
豊
明
重
代
の
思
想
の
根
幹
と
も
い
う
べ
き
も

の
を
、
は
っ
き
り
と
「
内
観
的
精
神
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
二
章
で
は
陶
芸
で
毛
っ
て
内
観
的
精
神
の
概
念
の
深
さ
、
あ
る
い

は
大
枠
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
示
唆
し
、
三
章
で
は
そ
れ
を
簡
素
、
古
拙
、
蔵
と
か
に
分
折
し
、
四
章
で
は
そ
う
い
う
時
代
精
神
を
背

景
に
し
て
経
学
が
．
蘇
生
し
て
い
く
過
程
を
述
べ
、
七
章
・
八
章
と
進
ん
で
い
く
。
い
わ
ば
演
繹
的
な
手
法
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
本
書

の
構
想
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
次
に
太
書
が
哲
学
書
で
も
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
多
く
の
絵
画
や
陶
磁
器
の
図
録
を
挿
入
き
れ
、
、
第
二
章
で
陶
磁
器
の
精
神
を
力
説
さ
れ

た
理
由
は
、
序
文
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
の
思
想
を
単
な
る
思
想
と
し
て
で
は
な
く
、
、
「
そ
の
思
想
家
の
人
物
全
体
を
生
．

の
ま
ま
に
直
接
に
感
得
し
よ
う
と
す
る
」
著
者
の
思
想
研
．
究
の
基
本
的
な
姿
勢
を
．
如
実
に
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
コ
事
象
を
渾
然
一
体
の
．

も
の
と
し
て
つ
か
も
う
と
す
る
点
、
程
明
道
に
も
似
た
も
の
を
著
者
の
人
間
像
に
見
・
る
の
は
筆
者
の
独
断
で
あ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
本
書
に
対
す
る
総
括
的
感
想
を
一
、
、
二
述
べ
て
み
た
い
。
著
者
は
幽
明
学
の
精
神
を
内
観
的
精
神
と
規
定
さ
れ
、
こ
の
精
神
の

体
得
に
は
、
身
心
内
に
沈
潜
し
て
静
粛
深
思
す
る
内
面
的
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
物
の
み
が
主
と
し
て
追
求

さ
れ
、
と
も
す
れ
ば
心
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
現
代
文
明
に
対
す
る
鋭
い
示
唆
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
著
者
が
よ
く
言
わ
れ

る
言
葉
と
し
て
、
筆
者
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
人
間
と
は
何
か
、
・
自
已
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
単
に
理
屈
の
上
で
論
述

す
る
こ
と
よ
り
も
、
・
自
尊
を
立
派
に
す
る
（
南
明
学
で
い
う
自
己
完
成
）
ζ
と
が
、
根
本
的
命
題
で
あ
る
と
す
る
著
者
独
自
の
体
認
の
学

に
思
い
至
る
時
、
本
書
は
読
者
に
と
っ
て
よ
り
身
近
か
で
切
実
な
も
の
と
な
り
う
る
と
思
う
の
は
、
筆
者
の
、
い
つ
わ
ら
ざ
る
読
後
感
で
あ

る
。
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〔
付
記
〕
、

　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
著
者
の
長
年
に
わ
た
る
誤
配
思
想
研
究
の
総
仕
上
げ
の
書
で
あ
り
、
ぼ
う
大
な
資
料
と
研
究
成
果
を

最
小
限
に
圧
縮
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
点
い
み
じ
く
も
本
書
に
説
．
か
れ
た
、
宋
代
人
が
複
雑
で
深
遠
な
精
神
を

表
現
す
る
為
に
簡
素
を
旨
と
し
た
「
蔵
の
精
神
」
が
具
現
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
表
面
に
現
わ
れ
た
部
分
で
さ
え
十
分
に
理
解
出
来
な
い

筆
者
に
と
っ
て
、
そ
の
背
後
に
蔵
さ
れ
た
も
の
の
理
解
な
ど
は
と
て
も
出
来
な
い
。
そ
の
為
誤
解
や
、
正
当
な
批
評
を
な
し
得
な
か
っ
た
部

分
が
多
い
と
思
う
。
著
者
の
御
容
赦
を
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

婁
辱
月
書
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